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 神奈川県本部は毎年定例の統一行動を 5月

16日(木)におこない 11名が参加しました。

神奈川県南支部からは小島委員長 1名のみの

参加となりました。 当日の行動は､7：45か

ら昨年完成したばかりの川崎市役所新本庁舎

前で学童保育指導員支部の政策ビラを入れた

300個のポケットティシュ配布からはじまり

宣伝ビラは 30分ほどで配布し切りました。 

9：00からの川崎市要請は､参加者 11名全

員でおこない学童保育指導員支部の５名を中 川崎市役所の新庁舎まえで宣伝行動後の集合写真 

心にすすめられました。川崎市側からは、こども未来局３名と経

済労働局３名が対応しました。まず、県本部の伊藤委員長が要請

書を市側に手渡し（左の写真）たあと、学童保育の仲間が現場の

実態を丁寧に説明し「市側が頑なに拒否している国の補助金を受

け容れるよう」求めましたが市側の態度は変わりませんでした。 

例年であれば、川崎市への要請のあとは 11：00からの神奈川県要請にむけて急いで横

浜市内の神奈川県庁舎に移動となりますが、今回は県への要請

を割愛したため余裕ができた時間を利用して川崎市役所新本庁

舎 25階の展望ロビー（スカイデッキ）を見学しました。 

13：00からは横浜市への要請を８名の参加者（市側も８名

で対応）でおこない、事業団支部は高齢者の雇用・就労機会の

拡大・生活困窮者自立支援事業への配慮を求め、ダンプ支部は 川崎市役所 25階からの眺望 

公共工事における請負者の中抜き・ピンハネの横行を告発し監督・指導強化を求めました。 

15：00からの神奈川県労働局要請にはヤマト運輸の仲間が加わり組合側９名､労働局側

６名でおこなわれました。神奈川県南支部(トラック部会)の小島委員長はトラック運転手

の劣悪な賃金・労働条件に起因する脳・心臓疾患による過労死

等の認定数が 2009年以降 14年間連続で最多を記録している現

状の改善に向けた時間外労働規制などの問題点を指摘して意見

交換をおこない、県本部統一行動は 16：00 に終了しました。 

神奈川本部は５/１６に２０２４統一行動実施

川崎市・横浜市・神奈川県労働局に要請！ 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

本号の記事と写真は小島委員長から提供されました。 
労働局要請を行う県本部の仲間 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者は全体で 84名、神奈川県南支部では須田執行委員･佐藤執行委員と合同分会の益

山さん、にぐるま会は渋谷さんが参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。  


